
　ホンダが%$5（デϡアルクラッ
チトランスミッション）をਪし進め
ている。簡単にいえば、クラッチを
2૊使ったオートマチックだ。ࠓ回
%$5の/$7509に試乗したが、な
るほどよくできている。安楽なだけ
のオートマではなく、ちゃんとス
ポーツ車らしい走りもこなす。アド
ϕンチャーモデルのアフリカツイン
に౥載したのもうなずける。%$5
は、一度試乗してみるといい。
　ABSは「アンチロックブレーキ
システム」のུ。クルマではおなじ
みの、ブレーキ時のロックを防ぐػ
だ。初期には違࿨感のあったߏ
ABSも開発が進み、完੒度が上
がった。義຿化についての໰୊点と
いえば、Ձ格と重ྔぐらいだろう。
　ホンダの「コンバインドABS」、
B.8の「インテグラルブレーキ」
といったߏػは、前後連動ブレーキ

のこと。ブレーキレバー、もしくは
ブレーキペダルを操作すると、前後
輪が制動されるシステムだ。
　これも初期は動きが気になった。
後輪ブレーキは制動よりもコント
ロールのために使うことが多いが、
コーナリング中にブレーキペダルを
踏むと前輪にもブレーキが掛かり、
車体が起き上がってしまう。乗りに
くいし、危険だと感じた。ブレーキ
レバー（フロント）はݩ々制動で使
うからブレーキを連動させる意味が
ある。しかしブレーキペダルで連動
するモデルは避けたほうがいい。
　しかし、メーカーもわかっている
ようで、B.8はブレーキレバーの
みで連動させる「パーシャリーイン
テグラルブレーキ」を開発し、さら
に進化した「3A$& ABS」を౥載
した。ホンダのコンバインドABS
も、最新の$B3100033ʗ60033
ではリヤブレーキだけ効かせること
が可能になった。ి子デバイスは
日々進化している。

����೥��݄から"#4がٛ຿Խされるʢܧଓੜं࢈は����೥��݄からʣ。
%$5やトルクコントロールなど、ೋྠにもిࢠσバイスがますます૿えている。

σバイεで乗り方΋ਐԽするࢠి

リヤブレーキは制動でなく
コンτϩールのために
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Motorcycle Again

関連ページ　ブレーキ…P96　トラクション…P98

2つのクラッチをඋえ、自動的にシフトチェンジを
行なう機構。バイクで使われている常時ט合ࣜ
のトランスミッションと૬性がいい。੨い෦分と੺
い෦分でडけ࣋ちが分かれている。

%$5ʢデϡアルクラッチトランスϛッションʣ
アドϕンチϟーモデルであるアフリカπインにも
%$5を౥ࡌしたバージョンが用意される。今後、
スポーπモデルにも%$5の࠾用が૿えていく可
能性が高い。

アυϕンチϟーモデルに΋%$5

「コンバインドABS」とݺばれるホンダの前後࿈動ブレーキシステム。࿈動させるだけでなく、ABS（アンチ
ロック機能）も同時にコントロールしている。図は7'R1200'のものだが、より৽しい$BR1000RRʗ
600RRでは電ࢠ制ޚԽされ、リヤブレーキだけ効かせることも可能になった。

前後࿈ಈブレーキ

B.8は「インテグラルブレーキ」の໊で࿈動ブ
レーキを開 しൃている。その最৽機構が「RA$&�
ABS」。࿈動ブレーキながら後輪だけ効かせられ
るのはもちろん、ブレーキングドリフトも可能。

3"$&�"#S
クルマでいうトラクションコントロール。前後の回
転差をݕ知し、ઃ定以上になるとΤンジンの೩
মをコントロールして後輪のۦ動力を制ޚする。
7'R12009やアフリカπインに౥ࡌされる。

トルクコントロールシスςϜ
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　通常のスポーツバイクから最初に
೿生したのは80೥代のスーパース
ポーツ܈。いわゆるレーサーレプリ
カだ。その反動としてカウルのない
ネイキッドや、ゆったり走れるアメ
リカンなどが人気を得て、ネイキッ
ドはよりクラシカルに進化した。
　オフロードモデル、通শオフ車も
レプリカと同じように過ܹになり、
その後、数をݮらした。走れるྛ道

がݮったためもあるだろう。ちなみ
にこの「オフロード」はฮ૷されて
いない道のこと。基本的に道路以外
は走ってはいけない。そしてオフ車
にロードタイヤをཤかせたモタード
や、それをઐ用ઃܭにしたストリー
トファイターが生まれた。
　アドϕンチャーは、本来アフリカ
ツインのような௕距離オフロードモ
デルなのだが、そのイメージをロー
ドモデルに載せたモデルが増えてき
た。これが日本でのツーリングに
ちΐうどいい。

関連ページ　アドϕンチャー…P54　ネイキッド…P56　クルーザー…P58

ੲはローυバイクʗΦフローυバイクのように、෼ྨが୯७だった。
ここではෳࡶԽしているバイクのジϟンルを੔ཧしてみた。

バイクのジϟンルはଟ༷Խしͯいる

見た໨だけでは
൑அできないこともある
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Bike Selection

ごく普通のロードバイク。高速道を使ったπーリン
グが多いなら、カウルがあったほうがラク。なぜ
か、こういった普通のスポーπバイクが減ってい
る。写真はB.8�'�00(5。

スポーπόイク
スポーπを༏先したロードバイク。乗りやすくなっ
たとはいうものの、キπいポジションは૬変わら
ず。ਃし༁ないが、この本では重視していない。
写真はホンダ�$BR600RR。

スーύースポーπ

ΰールドウイングのような大ܕπアラーは日本で
は大きすぎる。いわゆるアドϕンチϟーモデルが
૿えてきて、これがπーリングにピッタリ。写真は
スζキの7ストローム650ABS。

πアラーʗアυϕンチϟー
レスポンスがよく、バイクのコントロールを楽しむ
モデル。かっこよく乗るにはジϟックナイフぐらい
できる࿹が必要。気࣋ちのएい人向け。写真は
ドΡカティ�ハイパーモタード。

ストリートフΝイターʗモターυ

オートマチックとऩೲスペース、ラクなポジション
が特௃。しかし5.A9（写真）のようなスポーπス
クーターもあり、؆単にひとくくりにはできない。
可能性の高いジϟンル。

スクーター
いわゆるオフ車。これも数が減った。௕いサスペ
ンションで走ഁ性を༏先したモデルが多い。のん
びりオフπーリングが楽しめるとなると、写真のセ
ロー250ぐらいか。

オフローυモデル

レイドバックしたポジションとಠ自のΤンジンで、
移動そのものが楽しめる。ハーレーがその代໊
実はのんびりバイクではない。写真はハー。ࢺ
レーの9L1200$。

クルーβーʗアメリカン
ੲながらのバイク然としたスタイルが特௃。ωイ
キッドといえば4気౵が多かったが、よりクラシッ
クさをٻめて2気౵モデルが૿えてきた。写真は
カワサキ�8�00。

ωイキッυʗクラシック
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　バイクを思いどおりに動かすため、
最初に必要なのは、自由に動けるポ
ジションだ。バイクのポジションと
いうと足着き云々の話がよく出てく
るが、実は、安全のためには足着き
はそれほど重要ではない。極論すれ
ば、足が着かなくて転倒しても、た
いしたケガはしないものだ。
　私流の最適なポジションの探し方
は、シートに跨がり、上下にバイク
を揺らしてみる。それで前後のサス
ペンションが同じように上下する
（ように感じる）ポジションを探す。
これでお尻の位置が決まる。お尻の
位置が2cm変わるだけで感覚は変
化する。その位置からハンドルなど
の操作が支障なく行なえることを確
認する。どうにもフィットしないの
なら、サスペンションの調整やハン
ドル交換、レバー交換も検討しよう
（P148参照）。

　昔はステップの上に立ってまっす
ぐ腰を下ろすという決め方があった
が、忘れたほうがいい。クルーザー
だと、タンクに座ることになる。
　普段走っているときは、ニーグ
リップはあまり気にしなくていい。
雨の日や一本橋のような狭い場所を
走るときに、スッと挟み込めればい
い。それより大切なのはくるぶしグ
リップ。くるぶしや踵でバイクをは
さむようにする。特にハーレーのよ
うにニーグリップが期待できないバ
イクでは、これが有効だ。
　くるぶしグリップもできないス
クーターなら、脚を前に投げ出し、
前方のステップボードとシートで体
を固定するように乗ると安定する。
体重のほとんどがシートにかかるス
クーターはお尻に意識を集中して乗
ろう。コントロールしやすくなる。
　最適ポジションといっても、ずっ
と同じところに座りっぱなしではな
い。Ｕターンやワインディングなど、
状況によって微妙に変えるもの。街

関連ページ　ポジション調整…P148　サスペンション調整…P150

ここからはテクニックの話をしよう。といっても峠道を飛ばすためのものではない。
より安全に、スムーズに走るためのものだ。まずはポジションから。

自由に動ける位置が最適ポジション

ポジションは妥協しない
素早くスムーズに動けること
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Safe Riding

上下に揺すって前後のサスペンションが同じよ
うに動く位置が乗りやすい。といっても、ポジショ
ンには流儀があるので、一例として見てほしい。

正しいポジション

ニーグリップよりもこちらを意識しよう。ステップの
上でダンスを踊るような感覚になったらしめたも
の。かなりコントロールが上手くなった証拠だ。

くるぶしグリップを覚える
後ろに座るとバイクが軽く動くため、こういったポ
ジションもよく見る。しかしマンホールに乗って
滑った場合など、急な動きに対処できない。

後ろすぎるポジション

教習所で教わるニーグリップだが、いつも締めつ
けている必要はない。滑りやすい路面になった
り、急ブレーキのときにキュッと締められればOK。

ニーグリップは臨機応変に
前すぎるポジションは、とっさの場合にバイクが
素早く動いてくれない。操作にも支障がある。た
だし、Ｕターンでは前寄りに座る場合がある。

前すぎるポジション

乗りなら、いわゆる「プレス乗り」
が有効だ。腰を引きぎみにしてス
テップにつま先を乗せ（ニーグリッ
プしやすくなる）、上体は使わず下
半身だけで瞬間的にバイクをコント
ロールする乗り方だ。できれば視線
を高くして、歩行者や割り込んでく
るクルマをチェックしやすくするの
がいい。

1

オ
ト
ナ
と
し
て

バ
イ
ク
と
付
き
合
う

2

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の

バ
イ
ク
選
び

4

バ
イ
ク
で

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
こ
う
！

3

バ
イ
ク
の「
上
手
い
」は

「
安
全
」と
同
じ

5

日
常
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

92 93

078-103_bike_Chapter3.indd   92-93 2016/06/07   7:41:23




